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表示説明 値下げ 横ばい 値上げ

市況状況

ラワン薄ベニヤ ・ ・ ・ ・

ラワン構造用12㎜ ・ ・ ・ ・

針葉樹12㎜ 3×6 ・ ・ ・ ・

国
土
交
通
省
は
６
月
16
日
、
住

宅
ロ
ー
ン
減
税
に
関
す
る
事
業
者

向
け
説
明
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
開
催
し
た
。
省
エ
ネ
性
能
の
必

須
要
件
化
の
概
要
や
省
エ
ネ
基
準

へ
の
適
合
の
確
認
方
法
な
ど
、
住

宅
局
の
担
当
職
員
が
解
説
し
た
。

説
明
会
の
冒
頭
、
住
宅
経
済
・

法
制
課
・
武
藤
祥
郎
課
長
は
「
今

回
の
改
正
は
住
宅
性
能
に
優
れ
た

新
築
住
宅
の
購
入
者
に
対
し
、
年

間
20
万
円
以
上
・
13
年
間
の
税
制

上
の
メ
リ
ッ
ト
を
付
与
す
る
制
度

と
な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
ご
活
用
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
説
明

要
旨
は
次
の
通
り
。

２
０
２
３
年
度
の
税
制
改
正
で

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
に
関
す
る
内
容

が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
２

０
２
４
年
１
月
以
降
に
建
築
確
認

を
受
け
た
新
築
住
宅
が
住
宅
ロ
ー

ン
減
税
を
受
け
る
に
は
、
省
エ
ネ

基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
必
須
要

件
と
な
っ
た
。

新
築
住
宅
の
控
除
率
は
０
・
７

％
で
、
控
除
期
間
は
13
年
。
借
入

限
度
額
は
住
宅
性
能
に
よ
り
異
な

り
、
認
定
長
期
優
良
住
宅
・
認
定

低
炭
素
住
宅
が
４
５
０
０
万
円
、

Ｚ
Ｅ
Ｈ
水
準
省
エ
ネ
住
宅
が
３
５

０
０
万
円
、
省
エ
ネ
基
準
適
合
住

宅
が
３
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
省
エ
ネ
性
能
が
高
い
ほ
ど
税

制
が
優
遇
さ
れ
る
。

省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
な
い
「

そ
の
他
の
住
宅
」
は
、
２
０
２
３

年
末
ま
で
に
建
築
確
認
を
受
け
た

場
合
は
２
０
０
０
万
円
を
限
度
額

と
す
る
が
、
そ
れ
以
降
は
控
除
そ

の
も
の
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
。

２
０
２
３
年
末
ま
で
の
建
築
確
認

は
「
確
認
済
証
」
ま
た
は
「
検
査

済
証
」
で
、
２
０
２
４
年
６
月
30

日
ま
で
の
建
築
確
認
は
「
登
記
事

項
証
明
書
」
で
行
う
。

２
０
２
４
年
１
月
１
日
以
降
に

高性能ほど税制優遇 国交省 住宅ローン減税説明会

住
宅
生
産
団
体
連
合
会
（
住
団

連
）
の
芳
井
敬
一
会
長
は
、
６
月

20
日
に
開
か
れ
た
自
由
民
主
党
住

宅
対
策
促
進
議
員
連
盟
の
総
会
に

出
席
。
最
近
の
住
宅
市
場
環
境
に

つ
い
て
ま
と
め
た
「
住
宅
市
場
の

現
状
と
課
題
解
決
に
向
け
た
要
望

」
を
提
出
し
、
支
援
策
や
税
制
措

置
の
継
続
な
ど
を
求
め
た
。

要
望
書
で
は
、
は
じ
め
に
住
宅

市
場
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
。
住

宅
の
価
格
は
２
０
２
１
年
以
降
、

過
去
に
例
の
な
い
極
端
な
勢
い
で

上
昇
し
、
そ
の
上
昇
幅
は
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
直
前
の
ミ
ニ
バ
ブ
ル

を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
と
し
た
。

資
材
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
建
築

単
価
も
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
４
月
の
住
宅

着
工
は
年
率
換
算
で
77
・
１
万
戸

に
落
ち
込
み
、
持
家
は
同
22
・
７

万
戸
と
17
カ
月
連
続
で
対
前
年
割

れ
と
な
っ
た
。
住
宅
ロ
ー
ン
減
税

自民党へ追加予算要望 住団連新建ハウジング

入
居
す
る
場
合
、
省
エ
ネ
基
準

適
合
住
宅
以
上
の
住
宅
で
あ
る

こ
と
の
証
明
書
が
必
要
と
な
る
。

申
請
時
に
必
要
な
証
明
書
は
、

「
建
設
住
宅
性
能
評
価
書
」
「

住
宅
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
証
明

書
」
の
い
ず
れ
か
で
、
作
成
に

は
設
計
者
・
施
工
者
の
協
力
が

求
め
ら
れ
る
。

「
建
設
住
宅
性
能
評
価
書
」

で
は
「
断
熱
等
性
能
等
級
」
が

４
以
上
か
つ
「
一
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
等
級
」
が
４
以
上
で

あ
る
も
の
が
有
効
と
な
る
。
「

住
宅
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
証
明

書
」
で
は
、
設
計
・
工
事
監
理

な
ど
を
実
施
し
た
建
築
士
に
よ

る
証
明
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

政
府
で
は
住
宅
・
建
築
物
分

野
の
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
、
２

０
２
２
年
に
建
築
物
省
エ
ネ
法

・
建
築
基
準
法
を
改
正
。
２
０

５
０
年
度
に
ス
ト
ッ
ク
平
均
で

Ｚ
Ｅ
Ｈ
・
Ｚ
Ｅ
Ｂ
水
準
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
２
０
２

５
年
４
月
に
住
宅
・
小
規
模
建

築
物
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
適

合
を
義
務
化
す
る
な
ど
、
よ
り

高
い
省
エ
ネ
性
能
へ
の
誘
導
を

図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
改
正
建
築
物
省
エ
ネ

法
・
改
正
建
築
基
準
法
（
２
０

２
２
年
６
月
17
日
公
布
）
の
周

知
を
図
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン

講
座
を
同
年
10
月
に
開
設
。
省

エ
ネ
基
準
に
関
す
る
ガ
イ
ド
や

解
説
動
画
を
公
開
し
て
い
る
。

ほ
か
に
も
制
度
・
省
エ
ネ
基

準
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
を
受

け
付
け
る
「
省
エ
ネ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
、
業
者
向
け
の
「

建
築
物
省
エ
ネ
ア
シ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
た
。
省
エ
ネ

性
能
の
計
算
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
建
築
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
利
用
で
き
る
。

５
月
の
新
設
住
宅
着
工
数
は
総
数
６

万
９
５
６
１
戸
で
４
カ
月
ぶ
り
に
前
年

同
月
を
上
回
っ
た
が
、
持
ち
家
は
18
カ

月
連
続
の
前
年
同
月
割
れ
で
不
振
が
続

く
。
戸
建
て
分
譲
も
７
カ
月
連
続
の
前

年
同
月
割
れ
と
、
着
工
の
勢
い
が
失
わ

れ
て
い
る
。
５
月
の
着
工
総
数
の
増
加

は
、
と
も
に
２
カ
月
ぶ
り
に
増
加
し
た

貸
家
と
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
支
え
た
。

23
年
５
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は

６
万
９
５
６
１
戸
（
前
年
同
月
比
３
・

５
％
増
）
と
な
り
、
４
カ
月
ぶ
り
に
増

加
し
た
。
た
だ
着
工
床
面
積
は
５
４
８

万
７
０
０
０
平
方
㍍
（
同
１
・
４
％
減

）
で
、
４
カ
月
連
続
で
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
季
節
調
整
済
み
年
率
換
算
値

で
は
86
万
２
０
０
０
戸
（
前
月
比
11
・

８
％
増
）
で
、
２
カ
月
ぶ
り
の
増
加
だ
。

利
用
別
で
は
、
持
ち
家
は
１
万
８
８

５
３
戸
（
前
年
同
月
比
11
・
５
％
減
）

で
18
カ
月
連
続
の
前
年
同
月
割
れ
と
な

っ
た
。
都
市
圏
別
で
も
、
首
都
圏
、
中

持ち家の不振、出口見えず
5月の新設住宅着工

部
圏
、
近
畿
圏
、
そ
の
他
地
域
い
ず

れ
も
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
持

ち
家
の
単
月
着
工
戸
数
の
２
万
戸
割

れ
も
６
カ
月
連
続
。
６
カ
月
連
続
の

２
万
戸
割
れ
は
、
統
計
を
取
り
始
め

た
昭
和
35
年
代
以
降
で
は
初
め
て
。

さ
ら
に
前
年
同
月
２
桁
の
減
少
幅
も

過
去
12
カ
月
で
10
度
と
、
持
ち
家
の

不
振
は
出
口
が
見
え
て
こ
な
い
。

分
譲
は
、
５
月
実
績
に
つ
い
て
は

マ
ン
シ
ョ
ン
と
戸
建
て
で
動
向
が
分

か
れ
た
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
２
カ

月
ぶ
り
増
加
の
９
７
０
０
戸
（
同
28

・
２
％
増
）
と
な
っ
た
一
方
、
戸
建

て
は
１
万
１
６
１
５
戸
（
同
２
・
５

％
減
）
。
戸
建
て
の
前
年
同
月
割
れ

は
７
カ
月
連
続
と
な
っ
て
い
る
。

分
譲
は
都
市
圏
別
で
も
明
暗
が
分

か
れ
て
い
る
。
首
都
圏
と
近
畿
圏
が

前
年
同
月
を
上
回
っ
た
が
、
中
部
圏

は
４
カ
月
連
続
の
減
少
。
そ
の
他
地

域
も
２
カ
月
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

や
経
済
対
策
な
ど
の
施
策
に
よ
り
、

辛
う
じ
て
下
支
え
さ
れ
て
い
る
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

新
築
住
宅
で
は
、
「
こ
ど
も
み

ら
い
住
宅
支
援
事
業
」
「
こ
ど
も

エ
コ
す
ま
い
支
援
事
業
」
が
Ｚ
Ｅ

Ｈ
の
普
及
促
進
に
寄
与
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
住
宅
の
値
上
げ
幅
が

補
助
金
額
を
上
回
る
水
準
と
な
っ

て
お
り
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
確
保
の
た
め
に

面
積
縮
小
な
ど
の
プ
ラ
ン
変
更
を

行
う
ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
。
「
こ

ど
も
エ
コ
す
ま
い
支
援
事
業
」
は

６
月
中
旬
時
点
で
、
す
で
に
予
算

消
化
率
が
50
％
を
超
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
10
月
頃
の
早
期
消
化
を

懸
念
。
予
算
の
追
加
措
置
が
望
ま

れ
る
。

リ
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
「
住
宅
省

エ
ネ
２
０
２
３
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
効
果
が
大
き
く
、
受
注
額
が
増

加
。
な
か
で
も
「
先
進
的
窓
リ
ノ

ベ
事
業
」
に
よ
る
窓
の
リ
フ
ォ
ー

ム
が
増
加
し
た
。
新
規
の
依
頼
だ

け
で
な
く
、
元
の
計
画
に
窓
リ
フ

ォ
ー
ム
を
追
加
す
る
ケ
ー
ス
も
多

か
っ
た
。

需
要
の
集
中
に
よ
る
内
窓
の
納

期
遅
延
も
発
生
し
て
い
る
。
現
在

は
供
給
が
安
定
し
、
業
界
と
し
て

も
納
期
の
短
縮
に
努
め
て
い
る
。

同
事
業
も
11
月
頃
に
予
算
の
早
期

消
化
が
見
込
ま
れ
る
。

会
員
か
ら
の
要
望
と
し
て
は
、

「
こ
ど
も
エ
コ
す
ま
い
支
援
事
業

」
「
先
進
的
窓
リ
ノ
ベ
事
業
」
「

給
湯
省
エ
ネ
事
業
」
へ
の
切
れ
目

の
な
い
予
算
確
保
・
投
入
、
「
長

期
優
良
住
宅
」
「
低
炭
素
住
宅
」

「
Ｚ
Ｅ
Ｈ
水
準
省
エ
ネ
住
宅
」
な

ど
へ
の
借
入
れ
限
度
額
の
維
持
、

床
面
積
40
平
方
㍍
～
50
平
方
㍍
未

満
の
住
宅
に
お
け
る
特
例
措
置
の

継
続
、
特
例
措
置
の
対
象
と
な
る

改
修
工
事
の
対
象
拡
充
な
ど
が
あ

っ
た
。



住
宅
生
産
団
体
連
合
会
は
６

月
19
日
、
総
会
・
理
事
会
と
記

者
会
見
を
開
き
「
住
宅
着
工
戸

数
は
減
少
し
、
特
に
持
ち
家
は

17
カ
月
連
続
減
と
な
っ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
・
経
済
産
業
省
・

環
境
省
の
３
省
連
携
の
補
助
事

業
な
ど
を
活
用
し
、
こ
れ
か
ら

も
住
宅
市
場
活
性
に
努
め
る
」

と
力
を
込
め
た
。

ま
た
住
宅
税
制
な
ど
に
関
す

る
国
へ
の
要
望
活
動
を
積
極
的

に
進
め
、
支
援
策
の
拡
充
を
求

め
る
構
え
も
明
ら
か
に
し
た
。

住
団
連
の
今
年
度
の
重
点
項

目
は
、
政
策
提
言
・
要
望
活
動
、

調
査
研
究
活
動
の
積
極
的
展
開
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ

Ｎ
）
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
、

良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
整
備
と

住
宅
環
境
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

住
生
活
の
向
上
、
住
宅
産
業
の

生
産
性
向
上
と
な
る
。

こ
の
う
ち
、
政
策
提
言
で
は

住
宅
税
制
改
正
・
予
算
・
規
制

合
理
化
な
ど
を
要
望
し
て
い
く
。

Ｃ
Ｎ
実
現
に
向
け
て
は
、
改
正

建
築
物
省
エ
ネ
法
等
へ
の
的
確

な
対
応
を
図
り
、
省
エ
ネ
設
備

機
器
等
に
関
す
る
基
準
・
規
格

作
成
へ
の
参
画
な
ど
も
進
め
る
。

住
宅
ス
ト
ッ
ク
整
備
や
住
宅

循
環
シ
ス
テ
ム
構
築
に
お
い
て

は
、
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
の
低

コ
ス
ト
化
、
優
良
ス
ト
ッ
ク
住

宅
推
進
協
議
会
と
の
連
携
に
よ

る
合
理
的
な
既
存
住
宅
査
定
方

法
の
普
及
、
郊
外
住
宅
地
の
再

生
や
空
き
家
問
題
な
ど
へ
の
対

応
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動

を
実
践
す
る
。

ま
た
、
住
宅
産
業
の
生
産
性

向
上
を
目
指
し
、
働
き
方
改
革

推
進
、
技
術
者
確
保
の
ほ
か
、

住
宅
生
産
・
管
理
工
程
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ
化
も
加
速
さ
せ
て
い
く
。

市場活性へ政策提言など積極実践 住団連

５
月
の
合
板
供
給
は
、
34
万
８
７
８

９
立
方
㍍
（
前
年
同
月
比
28
・
４
％
減

）
で
、
10
カ
月
連
続
で
減
少
し
た
。
国

産
が
19
万
８
９
８
９
立
方
㍍
（
同
17
・

２
％
減
）
、
輸
入
が
14
万
９
８
０
０
立

方
㍍
（
同
39
・
１
％
減
）
。
国
産
は
生

産
調
整
中
だ
が
、
前
月
比
で
は
２
カ
月

連
続
で
増
え
、
前
年
比
の
減
少
幅
は
縮

小
し
た
。
一
方
、
輸
入
は
２
月
以
来
の

低
水
準
と
な
り
、
前
年
比
の
減
少
幅
は

入
荷
が
減
少
局
面
に
入
っ
た
昨
年
９
月

以
降
で
最
大
と
な
っ
た
。
国
産
の
供
給

は
需
要
の
回
復
次
第
だ
が
、
輸
入
は
先

物
の
契
約
量
が
少
な
く
、
低
水
準
の
供

給
が
今
後
も
続
く
可
能
性
が
高
い
。

国
産
合
板
は
メ
ー
カ
ー
が
出
荷
に
合

わ
せ
て
生
産
を
調
整
し
て
お
り
、
３
、

４
月
の
出
荷
の
増
加
に
合
わ
せ
て
５
月

の
生
産
量
は
前
月
比
２
・
０
％
増
え
た
。

し
か
し
、
増
加
基
調
に
あ
っ
た
出
荷
は

前年比３割減が続く ５月の合板供給

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合
（

全
建
総
連
）
は
、
「
住
宅
の
建
材

・
設
備
の
価
格
高
騰
・
納
期
遅
延

の
影
響
に
関
す
る
工
務
店
ア
ン
ケ

ー
ト
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。
今

年
４
月
17
日
～
５
月
31
日
を
期
間

と
し
た
同
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
内

窓
・
断
熱
窓
の
納
期
遅
延
、
工
事

原
価
の
上
昇
、
顧
客
へ
の
価
格
転

嫁
の
難
し
さ
と
い
っ
た
実
態
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
33
都
道
府
県
、

８
７
７
社
の
回
答
を
得
た
。
回
答

し
た
工
務
店
の
属
性
は
、
年
間
売

上
１
０
０
０
万
～
５
０
０
０
万
円

未
満
が
48
・
１
％
、
従
業
員
数
は

１
～
４
人
も
し
く
は
一
人
親
方
が

90
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

納
期
遅
れ
に
関
し
て
、
納
品
ま

で
約
１
カ
月
以
上
か
か
る
建
材
や

設
備
機
器
に
つ
い
て
は
「
納
期
遅

れ
は
な
い
」
が
26
・
７
％
で
最
多

だ
っ
た
が
、
「
内
窓
・
断
熱
窓
（

リ
フ
ォ
ー
ム
用
）
」
が
15
・
４
％
、

「
給
湯
器
」
が
11
・
６
％
と
続
く
。

工事価格負担増、価格転嫁難が鮮明に
建材・住設の価格高騰等に関するアンケート 全建総連

今
月
も
住
宅
実
需
は
低
調
な

ま
ま
で
、
「
木
材
販
売
は
盛
り

上
が
り
に
欠
け
る
」
（
大
型
販

売
店
）
と
指
摘
す
る
。
プ
レ
カ

ッ
ト
工
場
で
は
非
住
宅
物
件
は

増
え
て
い
る
が
、
住
宅
系
の
新

規
受
注
は
ま
と
ま
ら
ず
、
先
行

き
の
仕
事
量
は
依
然
と
し
て
不

透
明
だ
。
木
材
製
品
は
全
般
に

在
庫
調
整
が
進
ん
だ
こ
と
で
価

格
は
底
入
れ
と
見
ら
れ
て
い
た

が
、
持
ち
家
（
注
文
住
宅
）
な

ど
肝
心
の
需
要
が
回
復
し
て
い

な
い
た
め
、
依
然
と
し
て
軟
弱

感
が
残
っ
て
い
る
。

今
月
は
、
国
産
材
製
品
や
合

板
関
係
、
米
松
丸
太
が
前
月
よ

り
居
所
を
下
げ
て
い
る
。
米
材

製
品
は
在
庫
調
整
が
進
み
、
為

替
も
円
安
に
振
れ
て
い
る
た
め

名古屋商況

建
材
・
住
設
の
価
格
高
騰
の
影

響
（
２
０
２
２
年
４
月
比
）
は
、

工
事
原
価
が
「
か
な
り
上
が
っ
た

」
「
上
が
っ
た
」
合
計
で
92
・
３

％
、
「
横
ば
い
」
７
・
７
％
。
顧

客
に
提
示
す
る
見
積
も
り
価
格
へ

の
影
響
に
つ
い
て
は
「
大
き
な
影

響
が
出
て
い
る
」
「
少
し
影
響
が

出
て
い
る
」
合
計
で
95
・
６
％
。

同
項
目
に
つ
い
て
、
工
事
費
に

対
す
る
値
上
が
り
率
は
リ
フ
ォ
ー

ム
の
場
合
、
「
10
～
14
％
」
「
15

～
19
％
」
合
計
で
60
・
５
％
。
「

20
％
以
上
」
が
19
・
０
％
だ
っ
た
。

新
築
の
場
合
は
、
「
10
～
14
％
」

「
15
～
19
％
」
合
計
で
57
・
１
％
、

「
20
％
以
上
」
が
23
・
３
％
だ
っ

た
。同

項
目
の
値
上
が
り
分
の
顧
客

転
嫁
状
況
で
は
、
「
顧
客
負
担
」

57
・
０
％
、
「
一
部
を
自
社
負
担

」
38
・
０
％
、
「
値
上
が
り
分
す

べ
て
を
自
社
負
担
」
50
％
。
価
格

転
嫁
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
、
「

既
に
見
積
書
を
提
出
し
て
い
た
」

「
同
業
他
社
と
の
競
争
が
あ
る
た

め
」
「
顧
客
に
価
格
交
渉
・
契
約

変
更
に
応
じ
て
も
ら
え
な
か
っ
た

」
の
比
率
が
高
か
っ
た
。

経
営
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
受

注
状
況
の
前
年
同
月
比
が
「
横
ば

い
」
48
・
９
％
、
「
増
加
」
12
・

９
％
、
「
減
少
」
38
・
１
％
。
減

少
の
理
由
は
「
顧
客
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
、
工
事
依
頼
そ
の
も
の
の

減
少
」
「
工
事
金
額
高
騰
で
契
約

が
成
立
し
な
い
」
「
顧
客
が
顕
在

高
騰
の
様
子
を
見
て
い
る
」
な
ど
。

今
後
の
受
注
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

「
横
ば
い
」
38
・
６
％
、
「
増
加

」
９
・
８
％
、
「
減
少
」
27
・
２

％
、
「
不
明
」
24
・
４
％
。

制
度
や
政
策
に
対
す
る
要
望
で

は
「
国
の
リ
フ
ォ
ー
ム
・
新
築
工

事
に
対
す
る
補
助
事
業
の
拡
充
・

延
長
な
ど
」
「
国
産
材
の
安
定
供

給
や
利
用
へ
の
支
援
策
の
拡
充
」

「
関
連
事
業
者
の
税
負
担
の
軽
減

」
な
ど
が
高
い
比
率
を
占
め
た
。

流
通
筋
は
価
格
反
転
の
機
会
を

探
っ
て
い
る
。
だ
が
、
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
は
国
産
材
へ
の
転
換
が

進
ん
で
お
り
、
販
売
環
境
は
厳

し
い
。
欧
州
材
の
Ｗ
ウ
ッ
ド
製

品
は
底
打
ち
し
価
格
は
横
ば
い
。

国
産
材
製
品
は
杉
・
桧
構
造
材

の
荷
動
き
が
鈍
い
が
、
製
材
コ

ス
ト
高
を
考
慮
し
て
市
売
浜
問

屋
は
価
格
維
持
に
努
め
て
い
る
。

東
海
４
県
の
５
月
新
設
住
宅

着
工
戸
数
は
７
４
２
３
戸
（
前

年
同
月
比
５
・
６
％
減
）
で
４

カ
月
連
続
の
減
少
。
持
ち
家
は

２
６
２
３
戸
（
同
16
・
８
％
減

）
で
15
カ
月
連
続
の
減
少
。
分

譲
住
宅
は
マ
ン
シ
ョ
ン
が
回
復

し
た
が
、
２
１
０
７
戸
（
同
７

・
６
％
減
）
で
４
カ
月
連
続
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。

19
万
５
５
９
９
立
方
㍍
（
前
月
比
４
・
１
％
減
）

と
減
少
し
、
月
末
在
庫
は
16
万
１
６
５
１
立
方
㍍

（
同
２
・
６
％
増
）
と
３
カ
月
ぶ
り
に
増
加
し
た
。

た
だ
、
長
引
く
当
用
買
い
で
流
通
在
庫
は
極
限

ま
で
減
っ
た
と
見
ら
れ
、
価
格
の
底
入
れ
機
運
が

高
ま
っ
た
と
判
断
し
た
東
日
本
の
合
板
メ
ー
カ
ー

は
７
月
価
格
を
据
え
置
く
方
針
だ
。
価
格
が
こ
れ

以
上
下
が
ら
な
け
れ
ば
、
流
通
に
在
庫
を
積
み
増

す
動
き
が
出
て
く
る
と
見
ら
れ
る
が
、
底
値
が
固

ま
ら
な
い
と
当
用
買
い
が
続
く
可
能
性
も
あ
る
。

メ
ー
カ
ー
は
出
荷
が
増
え
な
け
れ
ば
生
産
も
増

や
さ
な
い
構
え
だ
が
、
不
足
感
が
出
な
い
と
底
入

れ
感
も
広
が
ら
ず
、
メ
ー
カ
ー
は
値
下
が
り
を
止

め
ら
れ
な
い
ま
ま
生
産
調
整
の
継
続
を
強
い
ら
れ

る
恐
れ
も
あ
る
。

輸
入
合
板
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
産
が
４
万
１
７
４

４
立
方
㍍
（
前
年
同
月
比
38
・
７
％
減
）
と
３
カ

月
ぶ
り
に
４
万
立
方
㍍
台
を
回
復
し
た
が
、
依
然

前
年
に
比
べ
る
と
大
幅
に
少
な
く
、
在
庫
が
増
え

る
状
況
で
は
な
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
は
４
万
１

１
９
６
立
方
㍍
（
同
48
・
６
％
減
）
と
半
減
し
、

コ
ロ
ナ
禍
の
20
年
以
降
で
最
低
の
水
準
と
な
っ
た
。

南
洋
材
合
板
の
国
内
市
況
は
、
供
給
の
減
少
と

産
地
価
格
の
下
げ
止
ま
り
か
ら
普
通
合
板
は
底
入

れ
し
た
が
、
塗
装
型
枠
用
合
板
は
産
地
価
格
の
底

値
が
固
ま
ら
ず
、
な
お
底
入
れ
感
が
出
て
こ
な
い
。

関
東
主
要
港
の
港
頭
在
庫
は
既
に
適
正
水
準
以

下
ま
で
に
減
少
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
商
社

の
買
い
付
け
は
４
月
以
降
も
増
え
て
お
ら
ず
、
入

荷
は
９
月
頃
ま
で
低
水
準
で
推
移
す
る
見
通
し
。

普
通
合
板
は
中
厚
品
の
品
薄
感
が
強
く
、
現
物

在
庫
の
売
り
買
い
は
活
発
化
し
て
い
る
。
商
社
は

年
度
後
半
に
向
け
た
仕
入
れ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
入

っ
て
い
る
が
、
相
場
は
底
入
れ
し
て
も
値
上
が
り

ま
で
は
見
込
み
に
く
く
、
こ
こ
に
き
て
の
円
安
急

進
で
一
段
と
買
い
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
「
産
地

は
値
上
げ
を
提
示
し
始
め
、
買
い
時
を
逸
し
て
し

ま
っ
た
」
（
同
社
）
と
の
声
も
あ
る
。

塗
装
合
板
は
国
内
市
況
が
底
入
れ
に
手
間
取
り
、

普
通
合
板
以
上
に
先
物
に
手
を
出
せ
な
い
状
況
に

あ
る
。
量
が
ま
と
ま
れ
ば
産
地
価
格
が
下
が
る
と

の
見
方
が
あ
る
が
、
納
材
筋
か
ら
の
強
い
引
き
合

い
を
待
っ
て
い
る
状
態
に
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
、

先
物
の
購
入
量
が
増
え
て
い
な
い
状
況
に
変
わ
り

は
な
く
、
南
洋
材
合
板
は
先
行
き
の
供
給
不
足
が

引
き
続
き
懸
念
さ
れ
る
。


